
0.3% 2.9%
無回答選べない

男
42.7%女

54.1%

（１）性別
１ 調査目的
市民の生活意識や市政に対する関心・ニーズを把握し、今
後のまちづくりの基礎資料とするため、毎年実施するもの。

２ 調査の設計
（１）調査地域 浜松市全域
（２）調査対象 満18歳以上の男女3,000人
（３）抽出方法 住民基本台帳から無作為抽出
（４）調査方法 質問紙郵送法
（５）調査期間 令和３年７月15日～８月20日
（６）調査機関 株式会社 東京商工リサーチ

３ 回収結果
発送数 3,000人 有効回収数 1,465人（48.8%）

調査概要

令和３年７月～８月実施

第48回市民アンケート調査結果＜概要版＞
～ＳＤ Ｇ ｓの達成に向けて～

10.9%

11.7%

17.1%

19.2%

19.4%

21.4%
0.2%

18歳～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

70歳以上
無回答

60歳代

（２）年代

3.3% 2.1%

4.1%

10.3%

0.4%

３年未満

無回答

10年以上20年未満

５年以上10年未満

３年以上５年未満

20年以上
79.8%

（３）居住年数

回答属性

ＳＤＧｓの認知度について

あなたは「ＳＤＧｓ」をご存じですか。問

「ＳＤＧｓ」の認知度は72.4%

（N=1,465）

5.8

36.8 35.6

74.3

60.4 

26.0 

Ｒ１年度

Ｒ２年度

Ｒ３年度

名称や内容も知っている 名称だけは知っている

名称も内容も知らない 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5.0

1.025.2

14.9
∟

1.6
（N=1,465）

（N=1,537）

再生可能エネルギーについて

問 あなたのご家庭では、「再生可能エネルギー」
から作られた電気や熱を使用することについて
関心がありますか。

「再生可能エネルギー」から作られた電気や
熱を使用することに関心がある人は50.6％

あなたのご家庭では、「再生可能エネルギー」か
ら作られた電気や熱を使用するにあたっての判断
材料となるものは何ですか。（複数回答）

問

「環境にやさしいエネルギーであること」を判
断材料にしている人は73.8％

1.3 

3.9 

32.4 

60.7 

67.6 

73.8 
環境にやさしい

エネルギーであること

災害時においても使用できること

光熱費が安く抑えられること

家庭で使用する電力や熱を
すべて賄うことができること

わからない

無回答

0% 20% 40% 60% 80%

36.8

13.3

73.8

67.6

32.4

60.7

25.2

14.9 74.3

60.4

26.0

Ｒ２年度

Ｒ３年度

関心がある 関心がない

どちらともいえない 無回答

（N=1,465）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

36.5

37.9
（N=1,537）

50.6

49.0

36.5

37.9

12.1

12.2

0.9

1.0

（N=1,465）

35.6

（N=1,305）



ＦＳＣ®森林認証について

多文化共生について

3.2%

17.5%

1.2%
無回答

どちらでもない

浜松市では外国人が生活言語である日本語
を話せるよう日本語習得を促進していますが、
日本語学習支援体制の一層の充実が必要だ
と思いますか。

問

外国人への日本語学習支援体制の一層の
充実が必要だと思う人は78.0％

（N=1,465）

必要だと思う
78.0%

必要だと思わない

Ｒ１年度

Ｒ２年度

Ｒ３年度

知っている 知らない 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0.8

0.7
（N=1,465）

（N=1,537）

（N=1,305）

31.2

24.7

29.0 70.3

67.3

74.6

1.6

あなたは「ＦＳＣ森林認証」をご存じですか。問

2020オリンピック・パラリンピック競技大会

の関連施設に、浜松市の「ＦＳＣ森林認証」
材が使用されたことを知っている人は29.0%

「ＦＳＣ森林認証」の認知度は27.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0.6

0.6

1.6

（N=1,465）

（N=1,537）

（N=1,305）

∟

∟

5.5

6.1 

6.6 

11.4

18.1 

20.5 

82.5

74.2 

72.2 

Ｒ１年度

Ｒ２年度

Ｒ３年度

名称や内容も知っている 名称だけは知っている

名称も内容も知らない 無回答

11.4

18.1 74.2

82.5

20.5 72.2

あなたは2020オリンピック・パラリンピック競

技大会の関連施設（有明体操競技場、選手村
ビレッジプラザなど）に、浜松市の「ＦＳＣ森林
認証」の森林から生産された木材が使用され
ていることをご存じですか。

問

あなたは、浜松市が行っている多文化共生
施策のうち、最も力を入れるべき取り組みはど
れだと考えますか。

問

最も力を入れるべき取り組みは「生活ルー
ルの順守と社会的義務の遂行」が31.9％

7.8

4.5

5.6

7.4

8.3

9.4

9.6

15.6

31.9

9.4

生活ルールの順守と
社会的義務の遂行

外国人の子供の教育支援

多文化共生に関する啓発や
教育、理解促進

日本語の習得支援

多様性を生かした地域の活性化

生活・行政情報の
多言語による提供

防災訓練などの
地域社会への参画促進

交流・異文化体験の機会拡大

無回答

0% 10% 20% 30% 40%

（N=1,465）

31.9

15.6

9.6

8.3

7.4

7.8



1.8%

25.7%

1.8%

3.1%

15.5%
1.2%わからない

無回答

やや低くなっている

低くなっている

あなたは、共生社会の実現に向けた取り組み
を推進している2020オリンピック・パラリンピック

競技大会などを契機として、市民一人一人の人
権への意識は高くなっていると思いますか。

問

市民一人一人の人権への意識が高くなって
いると思う人は27.5％

デジタル・スマートシティについて

（N=1,465）

人権について

問

デジタル・スマートシティ政策を推進してい
ることの認知度は22.5％

2.6%

19.9%

74.5%

3.1%
無回答

19.9 

25.6 

34.9 

39.5 

51.1 デジタルを利用できる人とできない
人との間に格差が生じる

暮らしや仕事に必要な情報が
手軽に入手しやすくなる

個人情報の流出やプライバシー
の侵害などの危険がある

買い物や送金、納付などキャッシュレス
決済などで生活が便利になる

デジタル化が進むことに
ついていけない

あなたは、「デジタルを活用したまちづくり」について、
どのようにお考えですか。（３つまで回答）

「デジタルを活用したまちづくり」について、「暮らし
や仕事に必要な情報が手軽に入手しやすくなる」
と考える人は39.5％

問

やや高くなっている

あなたは、昨年度に「デジタル・スマートシティ
構想」を策定するなど、本市がデジタル・スマート
シティ政策を推進していることをご存じですか。

変わらない
50.9%

（N=1,465）

あなたは、利便性や生産性を向上するため、
どのような分野に先端技術を活用すべきだと
お考えですか。（３つまで回答）

問

先端技術を活用すべき分野は「健康・医療・
福祉」と考える人が71.9％

1.7

0.5

2.5

4.2

8.0 

9.6

無回答

その他

移住・定住

文化・スポーツ・生涯学習

農林業

労働（就職・転職）

観光・商業

産業（ものづくり）

交通

市役所の各種手続き

エネルギー・環境・ごみ

教育・子育て

防災・安全

健康・医療・福祉

0% 20% 40% 60%     80% 

71.9

54.1

32.2

26.2

20.8

18.5

9.6

13.8

0% 20% 40% 60%

非常に高くなっている

知らない
74.5%

（N=1,465）

51.1

39.5

25.6

34.9

19.9

取り組みを実施していることや、

その取り組み内容もある程度は
知っている

取り組みを実施していることは
聞いたことがあるが、取り組み
内容まではよくわからない

（N=1,465）

一方で「デジタルを利用できる人とできない人との
間に格差が生じる」と考える人は51.1％

※上位5項目



消費生活について

津波・水害のハザードマップの公開

携帯電話、スマートフォンなどを使って、
防災情報を提供していること

土砂災害危険箇所の周知

市民を対象にした防災講座や
防災イベントを行っていること

住宅の無料耐震診断や耐震補強工事へ
補助金を出していること

避難所に避難する人の１日分の
食糧備蓄を行っていること

橋の耐震対策を行っていること

家具固定の普及啓発や高齢者世帯への
固定器具取付作業代の補助金を出していること

どれも知らない

その他

無回答

浜松市が行っている防災対策のうち、あなた
がご存じのものをお選びください。（複数回答）

問
あなたが災害情報などの危機管理に関する
情報を得る手段を教えてください。（複数回答）

問

（N=1,465）

78.4

39.2

75.4

0.6

0% 20% 40% 60% 80%

33.1

25.6

33.9

17.2

18.2

5.5

1.0

知っている防災対策は「津波・水害のハザー
ドマップの公開」が78.4％

30.5

82.4

90.1

12.6

0.8

携帯電話、スマートフォン、
タブレット

テレビ

ラジオ

パソコン

防災行政無線（屋外
スピーカー、戸別受信機）

無回答

18.4

90.1

82.4

30.5

災害情報を得る手段は「携帯電話、スマー
トフォン、タブレット」が90.1％

市民アンケート調査 検索

浜松市ホームページ
令和３年12月発行
浜松市企画調整部広聴広報課 ／ 電話 （053）457-2023
〒430-8652 浜松市中区元城町103番地の２
ＵＲＬ https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp

防災対策について

人や社会、地域、環境に配慮した製品や
サービスを意識している人は75.6％

あなたは買い物をするとき、人や社会、地域、
環境に配慮した製品やサービスを選んでいま
すか。

問問 あなたは、フェアトレード※商品を買ったことが
ありますか。
※フェアトレードとは、開発途上国で作られた作物や
製品を「適正な価格」で「継続的に取り引き」する「貿易
のしくみ」により、小規模生産者や労働者の生活改善
と自立を目指す取り組みです。

フェアトレード商品を買ったことがある人
は23.0％

69.7 

54.5 

Ｒ２年度

Ｒ３年度

ある
フェアトレードは知っているが、買ったことはない
ない
無回答

16.0

23.0

12.3

21.5 54.5

69.7 2.0

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=1,465）

（N=1,537）

（N=1,465）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

13.2%23.3%

1.0%
無回答

全く意識していない

たまに意識している
62.4%

（N=1,465）

常に意識している


